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◆内容◆

１ 巻頭言　　　　　　　　土屋総二郎

２ 我が社の改善・改革活動～山清工業㈱～

３ 協会だより（ＱＣ検定対策セミナー新設！、品質コラム）

㈱デンソー副社長
中部品質管理協会副会長
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山清工業株式会社山清工業株式会社

１．会社概要１．会社概要 ４．人材の育成によ４．人材の育成による成果（事例）成果（事例）

２．２．２００５年当時の活動２００５年当時の活動

５．体質強化活動５．体質強化活動

６．グロ６．グローバル展開と異業種への展開ーバル展開と異業種への展開

３．２００５年当時の状況分析と目標の設定３．２００５年当時の状況分析と目標の設定

７．活動の最大の成果７．活動の最大の成果

体質強化体質強化

（企業は人なり企業は人なり）

長期、固定的な

ものづくりの力を継続

即戦力としての

人財確保

1 2 3

人財人財育成

社
外
教
育

･中･中部品質部品質管理管理

　協　協会

･お･お客様

社
内
教
育

･品質勉強会勉強会
・品・品質教育

・Ｑ・ＱＣサＣサークル
　活　活動

・登録テ登録テーマ

定期定期採用採用 専門専門職採用職採用

・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
人

・品
質
管
理
の
向
上

・品
質
技
術
の
向
上

・専
門
技
術
力
向
上

・事
務
職

・技
術
職

・技
能
職

・生
産
技
術
者

・品
質
管
理
技
術
者

・新
規
営
業
拡
販

新規事業の開拓既存商品の拡販 グローバル展開

全社全社５Ｓ活動、　Ｑ活動、　ＱＣ・ＰＭサーサークル活動、　私の改善提案活動、　私の改善提案

優秀優秀な人財（人財（一専一専多能）
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実績 ｷﾈｻｽ EPS化による予想 PS

EPS化による予想 鉄R EPS化による予想 樹脂R
EPS化による予想 ｷﾈｻｽ

（百万円）
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※樹脂ﾘｻﾞｰﾊﾞｰ/鉄ﾘｻﾞｰﾊﾞﾊﾞｰは、PSに比例比例し減少を少を行う行う

ジェイテクト殿向け売上計画(案）との比較ジェイテクト殿向け売上計画(案）との比較

このこのままではでは
売上売上・利益大幅利益大幅減

電気PS化の加速

油圧油圧ＰＳＰＳ 電気電気ＰＳＰＳ化の加速加速

油圧P油圧PS配管売配管売上の推上の推移
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S は現場がセールスマン

一個の製品が

全ての信頼を生む

活動活動の最大の成大の成果

 Q ・ C ・ D ・ Ｍ ・ S

山　山　清

　弊社は２０１０年度の売上は約９０億円、山清グルー

プの売上は６社からなり、単純合算で１８０億円の中小

企業です。主な生産品は油圧パワーステアリングの配

管を生産しております。                  

　前身は商社ですが、生産管理、品質管理に力を入れ

るべく、物づくりの専門会社になろうと１９８４年工場部

門を分離独立しました。                  

　社是は、『健康であらゆる事故をなくしましょう』と少し

変わっていますが、ここで言う健康とは、従業員、製品、

会社のそれぞれの健康を言っております。

　その結果、中品協殿での受講で得た内容を活用し成果

が上がった品質関係の事例を一部ご紹介します。                    

(１)差の検定活用　・・・①組付け治具の精度評価                    

(２)配置実験活用　・・・①ろう付けの量産条件の設定 

                   

　　　　　　　　　　　　・・・②樹脂成形条件だしのための予備実験

　　　　　　　　　　　　・・・③溶接の良品条件設定               

(３)実験計画法(L18直交表）活用                    

　　　　　　　　　　　　・・・①パイプの塑性加工の条件管理、 

              

　　　　　　　　　　　　　　　　管理保証等を確立。             

　結果から見ますと、例えばシートベルト関係のパイプ部

品の受注、又、電気PS関係の樹脂成形部品の受注と弊社

にとってはレベルの高い製品が商品化でき、更に、売上減

をカバーし且つ油圧配管に代る次の柱が見えてきました。

　以上の活動の成果として、アジアの３拠点にお客様のご

要望に沿い合弁会社を設立し、それぞれ成果を上げてお

ります。又M/Aによる効果として、難削材の精密切削加

工、人工骨の加工をすることにより医療の分野の部品加

工に進出、成果を上げております。

　更には、お客様の製品であります『半導体の製造装置』

を組み立てる事からスタートし、今では量産設計、検査、

据付まで実施できる成果が出てきました。

　いずれにしましても山清は中小企業です。発明発見がで

きる会社ではありません。人材、資金にも限界がありま

す。今の製品が流れている現場を見て頂きQ,C,D,M,Sでス

パイラルアップをはかり『うーん。なるほどなあ』と、うなっ

て頂ける現場を作り上げるという信念で活動を継続してい

きます。

　更に体質強化を継続的に行うため、１９９３年以来約20

年間続けてきた泥臭いTPM活動にTQC活動をあわせ、減

価低減、品質向上活動等に成果を出すべくエンドレスの

活動を続けています。

　商材の変化としてパワーステアリング装置が、油圧か

ら電気への切り替えの動きが加速し油圧PS配管の大

幅な減少傾向が進む。

２００６年以降、上の図の状況になるという事から大変

な危機感を覚えました。しかしながらこの状況をチャン

スとして捉え、乗り越える為に新しい商材にトライしてき

たその内容をご説明します。

　２００５年当時生産していた自動車部品を加工技術別

に層別し強み弱みでまとめました。                  

それを見て判断すると、すでに次への活動のベースは

ありましたが、それを実行、実現する為に『配管ユニット

事業経営の確立から物づくり提案型企業へ』の目標を

掲げ、人材の育成に地道に務めてまいりました。

<シリーズ>　我が社の改善・改革活動



１．新設！ＱＣ検定受験対策講座＜3 級・4 級>

2005 年から始まった QC 検定。年々受講者も増え、改めて、品質を中心とした経営・

管理の再構築のために、受験を推奨する企業もふえています。このニーズにこたえ、当協

会では、今年度より 3 級と 4 級の受験対策講座を新設しました。ぜひ、ふるってご参加

下さい！ 

＜4 級：平成 24 年 5 月 31 日（木）開催！！＞ 

初めて QC を学ぶ人向け。新入社員への品質知識教育にも適合します。 

＜3 級：平成 24 年 7 月 30 日（月） 開催！！＞ 

問題解決、QC7 つ道具、新 QC７つ道具等、実務レベルで活用度の高い品質知識・スキル 

２．新事務所に移転しました！

3 月 26 日～ 名古屋国際センタービル１１階に移転しました。住所は発行元を参照下さい。 

電話・ＦＡＸ・メールは電話・ＦＡＸ・メールは 変更ありません。今後は、こちらでセミナー開催をいたし変更ありません。今後は、こちらでセミナー開催をいたします。ます。 

今後も引き続き、ご愛顧宜しくお願いいたします！！ 

協会だより 新年度、新年度、QCQC検定対策セミナー新設！協会事務所も移転しました！検定対策セミナー新設！協会事務所も移転しました！新年度、QC検定対策セミナー新設！協会事務所も移転しました！

furuyaの品質
　「ゆでガエル」の話をよく聞く。水を満たした鍋の中で、カエルが気持よく泳いでいる。

その鍋を火にかけて徐々に温めていくと、カエルは水温の上昇に気づかず、ゆであがっ

てしまうと言う。ところが、急に熱湯に放り込まれると飛び出すとも言われている。

　緩やかな環境の変化に気づかないままに、大変なことになってしまった事例は枚挙に

いとまがない。「チーズはどこへ消えた？」という本も懐かしい。「環境の変化に適応で

きたものだけが生き残る」と唱えたダーウィンの進化論はその本質を示している。

　翻って会社の中はどうか。「ゆでガエル」状態になっていないか、気がかりなところだ。

どうしたら回避できるのか、これが最大の問題となる。「いつもと違う（異常）」状態に、

いち早く気付くことができるかどうかが問われている。このためには「いつもの状態（正

常）」を全員が正しく理解していなければならない。「標準」の重要性が強調される所以

である。

　一口に「標準」と言っても千差万別。法律や規則、社内の技術標準や作業要領書など

紙に書いてあるものから、相手の顔色など五感によって判断されるものまで、いろいろ

である。共通点はいつもと同じなのか違うのか、この判断の拠り所となるものは全て「標

準」であると解釈したい。「ばらつき」「変化」による「いつもと違う」状態に気付くか

どうか、品質管理の出発点がここにある。

[編集後記編集後記 ]　新しい事務所に移転し、 4 月から本格始動。 国際センターはその名の通り、 米

国領事館や外資系企業なども入っていますが、 ビルの裏手は、 名古屋市まち並み保存地区で

江戸の風情が残る四間道などもあり、 新旧を味わえます。 お越しをお待ちしています。

中部品質管理協会

〒 450-0001 名古屋市中村区那古野 1 丁目 47-1 名古屋国際センタービル 11 階

TEL（052）581-9841　　FAX（052）565-1205

http://www.cjqca.com

（発行元）


